令和元年度第２回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年７月19日（金）午後１時～

２　場所　大阪市役所　屋上階（Ｐ１）会議室
３　出席委員　馬場委員長、田辺委員、戸部委員、平野委員
４　議事内容
公立大学法人大阪市立大学平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に係
る評価について
· 法人の財務状況について、委員より意見があった。
· 平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績の自己評価について改めて法人から説明が行われた後、質疑応答、小項目評価等についての審議が行われた。
· 事務局より年度実績評価及び第三期中期目標期間業務実績評価に係る評価結果（原案）の説明があり、記載内容について審議が行われた。
　　＜主な意見＞
· 財政状態についても流動比率も高く特に問題はない。予算より利益をあげられているが、外部資金の獲得や、病院経営で地域医療連携を進めた結果であり、法人の経営努力によるものと理解できる。
· 年度実績評価の大項目「５ その他業務運営に関する措置」で施設整備が地下埋蔵物の影響で一部整備が予定より遅れたことから、小項目評価の数で判断するとC評価（やや遅れている）となるが、その他の項目が計画通り実施されており、全体的に判断しB評価（おおむね順調に進捗）とする。
· 社会貢献に関する項目で特許数が未達成であったが、目標件数の変更を行うのか。
⇒特許出願大学承継件数は質を高める一つの指標と考えている。どの水準が適切か検討する必要があるが、大学として力を入れていきたいと考えている。

· 評価結果のコメントとして「特許出願大学承継件数は質を意識しさらに充実させる努力が求められる」と追記してはどうか。
· 「その他業務運営に関する措置」の項目でリスク管理に関する内容が触れられていないが、新法人に向けたメッセージとして加えてもいいのではないか。
· 新法人の業績評価手法の検討について、これまでの両大学の手法が異なっているため、フェーズを合わせる工夫が必要。
以上
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